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【背景・目的】 
 授乳期の母親の栄養摂取は母乳の栄養組成に反映され、それを摂取する児の将来の健康に
も影響を与えることが知られている。近年の調査から、我が国の妊娠授乳婦は十分量の栄養
を摂取できていないことを示すデータが得られており、母乳の栄養組成への影響が懸念され
ている。この影響を明らかにする目的で、我々は、環境省が進めている「子どもの健康と環
境に関する全国調査（エコチル調査）」の追加調査を宮城県で実施している。母乳中のマク
ロ栄養素組成の違いが児の7ヵ月時の発育・発達に及ぼす影響を考察した。 
【対象・方法】 
エコチル調査は環境省が進めている全国10万人規模の出生コホート調査である。我々は石巻
市～気仙沼市の四市町在住の2622名を対象に追加調査を実施し、そのうち352組の母子から
協力を得て産(生)後7ヵ月の母乳の成分調査と発育・発達調査を実施した。母乳はたんぱく
質、脂質、糖質等の分析に供し、Atwater係数を用いてエネルギー濃度を算出した。各デー
タは、エネルギー濃度により四分位に分け、エネルギー濃度の低い順に低E群、やや低E群、
やや高E群、高E群として解析を行なった。 
【結果】 
 低E群(石巻住民由来の約28%と気仙沼住民由来の約19%)の平均エネルギー濃度は
45.8kcal/100mlであり、泌乳期の近い日本人母乳の報告値の約74%と低かった。また低E群の
母乳のエネルギー量に占めるたんぱく質、脂質、糖質の比率は、9.2：25.4：65.4であり、泌
乳期の近い日本人母乳(7.3：44.2：48.5)と比較して著しく低脂質・高糖質であった。児の出
生時から7ヵ月の体重増加量ならびに発達検査結果を各群間で比較したところ、低E群では、
統計学的に有意ではないものの、他群と比較して体重増加量が多い傾向を認めた。発達検査
では母乳のエネルギー濃度による差を認めなかった。 
【結論】 
 エコチル調査の追加調査を通じて、エネルギー濃度が低く、エネルギー量に占めるマクロ
栄養素の比率が異なる母乳が地域によらず一定程度存在することを見出した。 これらの母
乳を摂取する児はエネルギー摂取量が慢性的に不足している可能性が高い。さらに、低脂
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質・高糖質の母乳を摂取すると離乳以降の体重や内分泌機能に影響を与えることが動物実験
で示されていることから、今後、児の発育・発達に関する調査を継続し、中長期的な影響の
解明をめざす。 
 
 
